
(57)【要約】

【課題】筐体に伝わる不要な振動音で音質の悪化が生じ

る問題の解決や振動による電子部品の誤操作・作動不良

を防止する。

【解決手段】スピーカ装置１０の振動板２４に接続され

た第１の振動系１２とは別に、第１の振動系１２と反対

方向に駆動される第２の振動系１３を設ける。磁気回路

１１は、第１、第２のプレート１５，１８とヨーク１６

とマグネット１７とからなり、第１の振動系１２は、第

１のボイスコイル２０が振動板２４及びフレーム２５に

連結され、第２の振動系１３は、第２のボイスコイル２

１が第２のダンパー３６を介してフレーム２５に連結さ

れる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
磁 気 回 路 に よ っ て 駆 動 さ れ る 第 １ の 振 動 系 と 、 前 記 磁 気 回 路 に よ っ て 前 記 第 １ の 振 動 系 と
反 対 方 向 に 駆 動 さ れ る 第 ２ の 振 動 系 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 磁 気 回 路 は 、 第 １ の プ レ ー ト と ヨ ー ク と マ グ ネ ッ ト と 第 ２ の プ レ ー ト と か ら な り 、
前 記 第 １ の 振 動 系 は 、 前 記 第 １ の プ レ ー ト と ヨ ー ク と の 間 の 第 １ の 磁 気 ギ ャ ッ プ 中 に 第 １
の ボ イ ス コ イ ル が 挿 入 さ れ 、 当 該 第 １ の ボ イ ス コ イ ル が 振 動 板 及 び フ レ ー ム に 連 結 さ れ て
構 成 さ れ 、
前 記 第 ２ の 振 動 系 は 、 前 記 第 ２ の プ レ ー ト と ヨ ー ク と の 第 ２ の 磁 気 ギ ャ ッ プ 中 に 第 ２ の ボ
イ ス コ イ ル が 挿 入 さ れ 、 当 該 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル は 第 ２ の ダ ン パ ー を 介 し て フ レ ー ム に 連
結 さ れ て 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 し た ス ピ ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 振 動 系 の 動 き や す さ と 、 前 記 第 ２ の 振 動 系 の 動 き や す さ と が 略 同 じ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 し た ス ピ ー カ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ス ピ ー カ 装 置 に 関 し 、 特 に 磁 気 回 路 に よ っ て 振 動 す る 振 動 系 を 備 え た ス ピ ー カ
装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
家 庭 用 や 車 載 用 の ス ピ ー カ 装 置 と し て 、 磁 気 回 路 に よ っ て 振 動 す る 振 動 系 を 備 え た ス ピ ー
カ 装 置 と し て 、 ム ー ビ ン グ コ イ ル 方 式 に よ る ド ー ム 型 の ス ピ ー カ 装 置 が 知 ら れ て い る 。 こ
の よ う な ス ピ ー カ 装 置 は 、 磁 気 回 路 内 で ボ イ ス コ イ ル に 電 磁 駆 動 を 与 え る こ と に よ り 、 ボ
イ ス コ イ ル が 振 動 板 と 一 体 と な っ て 振 動 し 、 音 響 エ ネ ル ギ を 放 射 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ は 、 従 来 の ス ピ ー カ 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図 で あ り 、 Ａ － Ａ 線 の 右 側 に そ の 断 面 を 示
し た 図 で あ る 。
従 来 の ス ピ ー カ 装 置 １ ０ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ヨ ー ク １ ０ １ 、 プ レ ー ト １ ０ ２ 、 マ グ
ネ ッ ト １ ０ ３ か ら な る 磁 気 回 路 １ ０ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 ヨ ー ク １ ０ １ と プ レ ー ト １ ０ ２ と の 間 に 磁 気 ギ ャ ッ プ Ｇ が 形 成 さ れ る 。 マ グ ネ ッ
ト １ ０ ３ は 、 プ レ ー ト １ ０ ２ と ヨ ー ク １ ０ １ と の 間 に 挟 持 さ れ た 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ０ ０ の 振 動 系 １ １ ４ は 、 磁 気 ギ ャ ッ プ Ｇ の 中 に ボ イ ス コ イ ル １ ０ ５
が 挿 入 さ れ 、 こ の ボ イ ス コ イ ル １ ０ ５ が 振 動 板 １ ０ ６ 及 び フ レ ー ム １ １ １ に 連 結 さ れ て 構
成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 ボ イ ス コ イ ル １ ０ ５ が 巻 か れ た 筒 状 の ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン １
０ ７ の 上 端 部 が 振 動 板 １ ０ ６ に 連 結 さ れ て お り 、 こ の 振 動 板 １ ０ ６ の エ ッ ジ １ ０ ６ ａ が フ
レ ー ム １ １ １ に 接 着 さ れ て 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン １ ０ ７ に は 、 ダ ン パ ー １ １ ２ が 嵌 合 さ れ て お り 、 ダ ン パ ー １ １
２ の 外 枠 １ １ ２ ａ が フ レ ー ム １ １ １ に 固 定 さ れ て い る 。 ボ イ ス コ イ ル １ ０ ５ は 、 錦 糸 線 １
１ ３ に よ っ て 入 力 端 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 の ス ピ ー カ 装 置 １ ０ ０ は 、 振 動 系 １ １ ４ の 駆 動 時 の 反 作 用 と し て フ レ ー ム １ １ １ が 振
動 し 、 そ の 振 動 が 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ る 筐 体 に 伝 わ る 可 能 性 が あ る 。
こ の よ う に 、 筐 体 に 不 要 な 振 動 が 伝 わ る と 、 筐 体 自 体 が 共 振 を 起 こ し て 振 動 音 を 発 し た り
、 筐 体 内 の 接 合 部 や 接 触 部 に お い て 所 謂 ビ リ 音 が 発 生 す る な ど し て 、 ス ピ ー カ 装 置 の 音 質
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の 悪 化 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
さ ら に 、 テ レ ビ や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の 電 子 機 器 に 内 蔵 さ れ た ス ピ ー カ 装 置 で は
、 こ れ ら の 電 子 機 器 に 実 装 さ れ た 電 子 部 品 が 、 前 述 の 筐 体 に 伝 わ る 不 要 な 振 動 に よ り 誤 操
作 ・ 作 動 不 良 を 起 こ す 可 能 性 が あ る と い う 問 題 が あ る 。
例 え ば 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 液 晶 パ ネ ル に フ ラ ッ シ ュ 現 象 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 と し て は 、 上 述 し た 従 来 技 術 に お い て 生 じ て い る 筐 体 に 伝
わ る 不 要 な 振 動 で 音 質 の 悪 化 が 生 じ る 問 題 の 解 決 や こ の 振 動 に よ る 電 子 部 品 の 誤 操 作 ・ 作
動 不 良 を 防 止 す る こ と な ど が そ れ ぞ れ 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 磁 気 回 路 に よ っ て 駆 動 さ れ る 第 １ の 振 動 系 と 、 前 記 磁 気 回 路
に よ っ て 前 記 第 １ の 振 動 系 と 反 対 方 向 に 駆 動 さ れ る 第 ２ の 振 動 系 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 の 構 造 を 示 す 図 で あ り 、 Ｂ － Ｂ 線 の 右 側
に そ の 断 面 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ の Ｃ で 示 し た 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 音 響 エ ネ ル ギ を 放 射
す る た め の 第 １ の 振 動 系 １ ２ と は 別 に 、 磁 気 回 路 １ １ に よ っ て 第 １ の 振 動 系 １ ２ と 反 対 方
向 に 駆 動 さ れ る 第 ２ の 振 動 系 １ ３ を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 １ ０ の 磁 気 回 路 １ １ の 部 分 を 図 ３ を 参 照 し て 説
明 す る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ０ の 磁 気 回 路 １ １ は 、 第 １ の プ レ ー ト １ ５ と ヨ ー ク １
６ と マ グ ネ ッ ト １ ７ と 第 ２ の プ レ ー ト １ ８ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の プ レ ー
ト １ ５ と ヨ ー ク １ ６ と の 間 に 第 １ の 磁 気 ギ ャ ッ プ Ｇ Ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 第 ２ の プ レ ー ト １ ８ と ヨ ー ク １ ６ と の 間 に 第 ２ の 磁 気 ギ ャ ッ プ Ｇ Ｂ が 形 成 さ れ る 。
マ グ ネ ッ ト １ ７ は 、 第 １ の プ レ ー ト １ ５ と 第 ２ の プ レ ー ト １ ８ と の 間 に 挟 持 さ れ た 状 態 に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ０ の 第 １ の 振 動 系 １ ２ は 、 第 １ の 磁 気 ギ ャ ッ プ
Ｇ Ａ の 中 に 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ が 挿 入 さ れ 、 こ の 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ が 振 動 板 ２
４ 及 び フ レ ー ム ２ ５ に 連 結 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０
が 巻 か れ た 筒 状 の 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン ２ ３ の 上 端 部 が 振 動 板 ２ ４ に 連 結 さ れ て お り
、 こ の 振 動 板 ２ ４ の エ ッ ジ ２ ４ ａ が フ レ ー ム ２ ５ に 接 着 さ れ て 形 成 さ れ て い る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン ２ ３ に は 、 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ が 嵌 合 さ れ て お り 、 第 １
の ダ ン パ ー ３ ０ の 外 枠 ４ １ が フ レ ー ム ２ ５ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ に は 第 １ の 錦 糸 線 ３ ２ が 半 田 付 け さ れ て い る 。 こ れ に よ り
、 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ は 、 第 １ の 錦 糸 線 ３ ２ に よ っ て ス ピ ー カ 装 置 １ ０ の 入 力 端 子 （
図 示 せ ず ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に よ り 音 声 信 号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 第 ２ の 振 動 系 １ ３ は 、 第 ２ の 磁 気 ギ ャ ッ プ Ｇ Ｂ 中 に 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ が 挿 入
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さ れ 、 こ の 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ が 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ を 介 し て フ レ ー ム ２ ５ に 連 結 さ
れ て 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 こ の 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ が 巻 か れ た 筒 状 の 第 ２ の
ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン ３ ５ が 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ に 嵌 合 さ れ て お り 、 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ を
介 し て フ レ ー ム ２ ５ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 前 述 の 第 １ の 振 動 系 １ ２ か ら フ レ ー ム ２ ５ に 伝 わ る 振 動 を 減 衰 さ せ る べ く 設 け ら れ
た 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ と 、 第 ２ の 振 動 系 １ ３ か ら フ レ ー ム ２ ５ に 伝 わ る 振 動 を 減 衰 さ せ る
べ く 設 け ら れ た 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ と に つ い て 図 ４ ～ 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ は 、 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ は 、 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ を 示 す 斜
視 図 で あ り 、 図 ６ は 、 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ と フ レ ー ム と の 接 続 関 係 を 示 す 図 で あ り 、 図 ７
は 、 第 ２ の ダ ン パ ー の 給 電 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ は 、 射 出 蝶 ダ ン パ ー で あ り 、 外 枠 ４ １ に 弾 性 変 形
可 能 な ア ー ム 部 ４ ２ を 介 し て 内 枠 ４ ３ が 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 内 枠 ４ ３ の 内 周 に は 複 数
の 突 片 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 複 数 の 突 片 ４ ４ が 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ が 巻 か れ た 筒 状 の 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ボ ビ
ン ２ ３ の 外 周 に 接 触 し て 保 持 し 、 外 枠 ４ １ が フ レ ー ム ２ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り
、 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ が 、 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ を 介 し て フ レ ー ム ２ ５ に 連 結 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ は 、 射 出 蝶 ダ ン パ ー で あ り 、 外 枠 ４ ６ に 弾 性 変 形
可 能 な ア ー ム 部 ４ ７ を 介 し て 内 枠 ４ ８ が 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 内 枠 ４ ８ の 内 周 に は 複 数
の 突 片 ４ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 複 数 の 突 片 ４ ９ が 筒 状 の 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ が 巻 か れ た 筒 状 の 第 １ の ボ イ ス コ イ
ル ボ ビ ン ３ ５ の 外 周 に 接 触 し て 保 持 し 、 外 枠 ４ ６ が フ レ ー ム ２ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ が 、 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ を 介 し て フ レ ー ム ２ ５ に 連 結 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ と フ レ ー ム ２ ５ と の 接 続 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ２ ５
は 略 中 央 の 内 周 面 に 段 部 ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 段 部 ５ ０ に 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ の 外
枠 ４ １ を 固 定 す る こ と で 、 フ レ ー ム ２ ５ 内 に 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ が 保 持 さ れ て い る 。
な お 、 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ は 、 第 ２ の プ レ ー ト に 直 接 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 ２ の ダ ン パ ー の 給 電 構 造 は 、 図 ７ に 示 す よ う に な っ て お り 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ の
外 周 に 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ の 突 片 ４ ９ が 配 置 さ れ た 状 態 で 、 ア ー ム 部 ４ ７ に 第 ２ の 錦 糸 線
５ ２ を 這 わ せ 、 ダ ン プ 剤 で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 第 ２ の 錦 糸 線 ５ ２ の 先 端 は 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ に 半 田 付 け に よ り 電 気 的 に 接 続
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ は 、 第 ２ の 錦 糸 線 ５ ２ に よ っ て ス ピ ー
カ 装 置 １ ０ の 入 力 端 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 音 声 信 号 が 供 給 さ れ る 。
す な わ ち 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ に 供 給 さ れ る 音 声 信 号 は 、 前 述 の 第 １ の ボ イ ス コ イ ル
２ ０ と 同 一 の 音 声 信 号 が 供 給 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
第 １ の 振 動 系 １ ２ に お い て は 、 第 １ の 錦 糸 線 よ り 供 給 さ れ た 音 声 電 流 が 第 １ の ボ イ ス コ イ
ル ２ ０ に 流 れ る こ と に よ り 、 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ が 上 下 動 し 、 振 動 板 よ り 音 響 エ ネ ル
ギ が 放 射 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ の 上 下 動 の 反 作 用 と し て 第 １ の プ レ
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ー ト １ ５ や 第 １ の ダ ン パ ー ３ ０ を 介 し て 不 要 な 振 動 が フ レ ー ム ２ ５ に 伝 播 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 方 、 第 ２ の 振 動 系 １ ３ に お い て は 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ １ に 対 し て も 第 ２ の 錦 糸 線 よ
り 供 給 さ れ た 音 声 電 流 が 流 れ 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル ２ ０ が 上 下 動 す る 。 こ の と き 、 第 ２ の
ボ イ ス コ イ ル ２ １ の 上 下 動 の 反 作 用 と し て 第 ２ の プ レ ー ト １ ８ や 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ６ を 介
し て 第 １ の 振 動 系 １ ２ に て 発 生 し た 不 要 な 振 動 と 逆 向 き の 振 動 が フ レ ー ム ２ ５ に 伝 播 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
よ っ て 、 第 １ の 振 動 系 １ ２ に て 発 生 し た 不 要 な 振 動 と 上 記 の 第 ２ の 振 動 系 １ ３ か ら 発 生 す
る 逆 向 き の 振 動 と が 互 い に 打 ち 消 し あ い 、 フ レ ー ム ２ ５ の 振 動 が 極 め て 少 な く な る 。 こ れ
に よ り 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ０ が 取 り 付 け ら れ る 筐 体 に 振 動 が 伝 わ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 第 ２ の 振 動 系 １ ３ は 、 第 １ の 振 動 系 １ ２ と 同 一 の 磁 気 回 路 １ １ で 駆 動 さ れ る の で 、
別 途 新 た な 磁 気 回 路 を 設 け ず に 構 成 で き 、 ヨ ー ク 、 マ グ ネ ッ ト 等 を 共 有 化 で き る の で 、 比
較 的 低 コ ス ト か つ 、 薄 型 に 振 動 抑 制 の 機 構 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 ス ピ ー カ 装 置 １ ０ は 、 第 １ の 振 動 系 １ ２ の 動 き や す さ と 、 第 ２ の 振 動 系 １ ３ の 動 き
や す さ と が 略 同 じ に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の 振 動 系 １ ２ で 発 生 し た 不 要 な 振 動 と 、
第 ２ の 振 動 系 １ ３ で 発 生 す る 逆 向 き の 振 動 の 大 き さ が 略 同 じ 大 き さ と な り 、 不 要 な 振 動 を
よ り 効 果 的 に 打 ち 消 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 実 施 の 形 態 に お い て は 、 コ ー ン 型 の ス ピ ー カ 装 置 １ ０ に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明
の 構 成 は 磁 気 回 路 を 使 用 し た ス ピ ー カ 装 置 な ら ば ド ー ム 型 な ど 他 の 型 の も の に 適 用 す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す 第 １ 、 第 ２ の ダ ン パ ー ３ ０ ， ３ ６ と し て 射 出 蝶 ダ ン パ ー を 例 に
挙 げ て 説 明 し た が 、 ス ピ ー カ 装 置 で 通 常 使 用 さ れ る 種 類 の 他 の ダ ン パ ー を 使 用 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 １ ０ は ， 磁 気 回 路 １ １ に よ っ て 駆 動 さ れ る 第
１ の 振 動 系 １ ２ と 、 磁 気 回 路 １ １ に よ っ て 第 １ の 振 動 系 １ ２ と 反 対 方 向 に 駆 動 さ れ る 第 ２
の 振 動 系 １ ３ と を 有 す る こ と に よ り 、 第 １ 、 第 ２ の 振 動 系 １ ２ ， １ ３ が 互 い に 反 対 方 向 に
動 作 し て 不 要 な 振 動 を 打 ち 消 し あ い 、 フ レ ー ム ２ ５ の 振 動 を 極 め て 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ れ に よ り 、 フ レ ー ム ２ ５ を 支 え る 筐 体 の 不 要 な 振 動 を 減 少 さ せ 、 筐 体 自 体 が 共 振 を 起 こ
し て 振 動 音 を 発 し た り 、 筐 体 内 の 接 合 部 や 接 触 部 に お い て 所 謂 ビ リ 音 が 発 生 す る な ど に よ
る ス ピ ー カ 装 置 の 音 質 の 悪 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 テ レ ビ や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の 電 子 機 器 に 内 蔵 さ れ た ス ピ ー カ 装 置 で は
、 こ れ ら の 電 子 機 器 に 実 装 さ れ た 電 子 部 品 の 筐 体 に 伝 わ る 不 要 な 振 動 に よ る 誤 操 作 ・ 作 動
不 良 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 適 宜 な 変 形 ， 改 良 等 が 可
能 で あ り 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 に お い て 例 示 し た 磁 気 回 路 １ １ 、 第 １ の 振 動 系 １ ２ 、 第 ２
の 振 動 系 １ ３ 、 第 １ の プ レ ー ト １ ５ 、 ヨ ー ク １ ６ 、 マ グ ネ ッ ト １ ７ 、 第 ２ の プ レ ー ト １ ８
、 フ レ ー ム ２ ５ 、 第 １ の ダ ン パ ー 　 及 び 第 ２ の ダ ン パ ー 　 等 の 材 質 ， 形 状 ， 寸 法 ， 形 態 ，
数 ， 配 置 個 所 ， 厚 さ 寸 法 等 は 本 発 明 を 達 成 で き る も の で あ れ ば 任 意 で あ り 、 限 定 さ れ な い
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 従 来 の ス ピ ー カ 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ｃ 部 の 拡 大 図 で あ る
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 第 １ の ダ ン パ ー を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 第 ２ の ダ ン パ ー を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 第 １ の ダ ン パ ー と フ レ ー ム と の 接 続 関 係 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 構 成 す る 第 ２ の ダ ン パ ー の 給 電 部 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 ス ピ ー カ 装 置
１ １ 　 磁 気 回 路
１ ２ 　 第 １ の 振 動 系
１ ３ 　 第 ２ の 振 動 系
１ ５ 　 第 １ の プ レ ー ト
１ ６ 　 ヨ ー ク
１ ７ 　 マ グ ネ ッ ト
１ ８ 　 第 ２ の プ レ ー ト
２ ０ 　 第 １ の ボ イ ス コ イ ル
２ １ 　 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル
２ ４ 　 振 動 板
２ ５ 　 フ レ ー ム
３ ０ 　 第 １ の ダ ン パ ー
３ ６ 　 第 ２ の ダ ン パ ー
Ｇ Ａ 　 磁 気 ギ ャ ッ プ
Ｇ Ｂ 　 磁 気 ギ ャ ッ プ

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2004-248007 A 2004.9.2



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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